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韮
山
反
射
炉
は
、
伊
豆
の
国
市
が
誇
る

世
界
遺
産
で
す
。
今
回
は
、
韮
山
反
射
炉

を
愛
し
、
保
存
運
動
に
取
り
組
む
市
民
団

体『
韮
山
反
射
炉
を
愛
す
る
会
』会
長
の

林
光
珠
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
、
韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
、『
反
射
炉
応
援
団
』が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
尽
力
。
中

で
も
大
変
だ
っ
た
の
が
、
応
援
団
の
会
員

集
め
だ
そ
う
で
す
。
登
録
認
定
の
必
須
要

件
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
登
録
認

定
事
例
を
参
考
に
し
、
会
員
集
め
を
行
い

ま
し
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
会
に
出
向
き
、

協
力
を
お
願
い
し
て
署
名
を
集
め
ま
し

た
。
最
終
的
に
１
万
人
ほ
ど
の
会
員
数
に

な
り
ま
し
た
」と
話
す
林
さ
ん
か
ら
当
時

の
苦
労
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
「
無
事
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
時
の

喜
び
は
格
別
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で

終
わ
り
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

　

世
界
遺
産
登
録
後
、『
反
射
炉
応
援
団
』

か
ら『
韮
山
反
射
炉
を
愛
す
る
会
』に
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
が
、
残
っ
た
会
員
は

２
０
０
人
ほ
ど
。
さ
ら
に
、
現
在
で
は
約

１
０
０
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
、
ど
う
し
て
も
関
心
が

薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
世
界
遺
産
に
な
っ

た
平
成
27
年
度
は
70
万
人
以
上
の
来
場
者

が
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
10
万
人
前
後

で
す
」と
寂
し
そ
う
に
話
す
林
さ
ん
。

　
「
今
年
で
韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
登

録
10
周
年
。
こ
れ
を
契
機
に
、
市
全
体
で

盛
り
上
げ
た
い
。
愛
す
る
会
の
運
営
委
員

も
募
集
し
て
い
る
の
で
、
参
加
し
て
も
ら

え
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
」

　

伊
豆
の
国
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民

か
ら
愛
さ
れ
る
韮
山
反
射

炉
。
あ
な
た
も『
韮
山
反
射

炉
を
愛
す
る
会
』に
参
加
し

て
、
世
界
遺
産
登
録
10
周

年
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

愛
す
る
韮
山
反
射
炉
を

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
た
い

第 37 回

韮山反射炉を愛する会　会長

林
はやし

光
こ う し ゅ

珠 さん

こどもたちが大好きなダン
ゴムシの生態、つかまえ方、
飼い方、殖やし方。図鑑ペー
ジでは約 100 種をきれいな
写真で紹介。親子で楽しめ、
自由研究にもピッタリ。

自分が父の実の子ではないと
知った男子高校生と家族の変
化を描く表題作。ほか、中年
女性の同居、離婚した父、ふ
らっといなくなる母など、毛
色の異なる家族の物語 5編。

日本と世界のダンゴムシ
飼い方＆原色図鑑
佐々木浩之／著
電波社

父の回数
王谷晶／著
講談社

父の回数

中央図書館：毎週月曜日、22 日（火）、25 日（金）
韮山図書館：毎週水曜日、25 日（金）

▲図書館HP

7 月の
休館日

◀休館日も
　利用できる
　電子図書館

中央図書館　12 日（土）11 時～
韮山図書館　26 日（土）11 時～
くぬぎ会館こども広場

17 日（木）10 時 10 分～
※事前申込不要

7月のおはなし会

設 置期間／ 7 月 1 日（火）～ 8
月 31 日（日）

貸 出条件／ 1人 1 回 1 冊まで。
期間は 1週間。

多くの人が利用できるよう、
ご協力をお願いします。

　

８
県
11
市
に
ま
た
が
る
８
エ
リ
ア
23
資

産
か
ら
な
る「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産　

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
産
業
」

か
ら
、エ
リ
ア
３「
韮
山
」を
紹
介
し
ま
す
。

構
成
資
産
は
、
伊
豆
の
国
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
韮
山
反
射
炉
」で
す
。

　

反
射
炉
と
は
、
石
炭
を
燃
や
し
て
発
生

さ
せ
た
熱
や
炎
を
炉
内
の
壁
や
天
井
に
反

射
さ
せ
て
一
点
に
集
中
し
、
鉄
を
溶
か
す

こ
と
の
で
き
る
千
数
百
度
の
高
温
に
す
る

金
属
溶
解
炉
で
す
。
日
本
で
は
、
主
に
江

戸
時
代
末
、
西
洋
式
の
鉄
製
大
砲
を
鋳
造

す
る
た
め
に
、各
地
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
構

成
資
産
に
は
、
韮
山
反
射
炉
の
他
に
、
山

口
県
萩
市
の「
萩
反
射
炉
」、
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
の「
旧
集
成
館
反
射
炉
跡
」が

あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
産
業
分
野
で
は「
製

鉄
・
製
鋼
」、時
期
は
１
８
５
０
年
代
の「
試

行
錯
誤
の
挑
戦
」に
該
当
し
ま
す
。

　

韮
山
反
射
炉
は
、
幕
府
直
営
の
反
射
炉

その 241
明治日本の
産業革命遺産
～韮山～

と
し
て
、
韮
山
代
官
江
川
英
龍
の
指
揮
の

も
と
安
政
元（
１
８
５
４
）年
に
着
工
。

建
設
中
、
安
政
の
大
地
震
や
責
任
者
で
あ

る
英
龍
の
死
去
な
ど
の
困
難
に
見
舞
わ
れ

つ
つ
も
、
安
政
４（
１
８
５
７
）年
に
竣

工
し
ま
し
た
。
操
業
中
に
は
、
鉄
製
18
ポ

ン
ド
カ
ノ
ン
砲
４
門
、
青
銅
製
野
戦
砲

１
０
０
門
以
上
が
鋳
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
後
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
荒
廃
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
々
の
保
存

運
動
に
よ
り
、
明
治
41（
１
９
０
８
）年
に

陸
軍
省
に
よ
る
初
の
保
存
修
理
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
複
数
回
の
大
規
模
な
保
存
修
理
を
経

て
、
平
成
27（
２
０
１
５
）年
７
月
８
日
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
稼
働
し
た
反
射
炉
と
し
て
は
、

唯
一
現
存
す
る
韮
山
反
射
炉
。
伊
豆
の
国

市
を
代
表
す
る
文
化
財
、
そ
し
て
世
界
遺

産
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

問
文
化
財
課

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
２
８

▲夕景の韮山反射炉

課題図書コーナーを
ご利用ください

▲会員募集▲10周年
 事業詳細

VOLUME

64

出
し
方
／
大
仁
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
仮
設
長
岡
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
、
韮
山
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
３
カ
所
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ま
た
は
油
が
入
っ
て
い
た
ボ
ト
ル（
容
器
の
中
身
が

見
え
る
も
の
）に
入
れ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
う
も
の
／
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
て
ん
ぷ
ら
油
で
植

物
性
油
に
限
定（
パ
ー
ム
性
は
除
く
）

※
未
使
用
、
賞
味
期
限
切
れ
の
も
の
も
取
り
扱
い
ま
す
。

取
り
扱
い
で
き
な
い
も
の
／
固
め

て
あ
る
油
、
鉱
物
油（
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
な
ど
）、動
物
性
の
脂（
バ

タ
ー
、
ラ
ー
ド
な
ど
）が
入
っ
た

油
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

油
、
パ
ー
ム
油（
ヤ
シ
油
）

注
意
事
項
／
て
ん
ぷ
ら
粕
な
ど
は
取
り
除
き
、
容
器
の
ふ
た

を
し
っ
か
り
閉
め
て
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
廃
食
用
油
を
資
源
化
へ

問
廃
棄
物
対
策
課　

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
１

▲家庭用廃食用油の
ごみ出し例

　

市
で
は
家
庭
か
ら
出
た
廃
食
用
油
を
収
集
し
、
資
源
化

し
て
い
ま
す
。

　

収
集
し
た
廃
食
用
油
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
Ｂ
Ｄ
Ｆ

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）に
精
製
し
、
軽
油
の
代
替

燃
料
と
し
て
重
機
や
バ
ス
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
減
量
な
ら
び
に
環
境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。　




